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多収 コ シ ヒカ リの 要因解 析

一
長 野 県伊那市お よ び富 山県入善町 の 場合
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長野県伊那市では多収 コ シ ヒカ リが栽培され，1992年に 998kg〆10a の 実績が報告され て い る （松

島 1995） 。 伊那市で栽培 され る多収 コ シヒカリは、光合成、蒸散量、群落構造 、 土壌の物理性

および根系生育等の 観点か ら解析され、光合成が高 く蒸散量も多い こ と （Oritani　et　aL ，2000，
2001）、根量が多く根の 生理的活力も高い （鯨 ら2001、1（両ira　et　al．2001） ことが 報告され

た。本研究で は 、富山県入 善町の 黒部川扇状地 に立地す る水 田 調査も加 え、こ れまで 実施してき

た要因解析項目の他 、用水 の水質調査、登熟期の根系分布 と根の 生理活性に つ い て も検討した 。

（材料お よび方 法） ：調査 は、2001年に長野県伊那市美すず地 区 の 水 田および富山県入 善町

の 水田 に て実施 した。栽培品種は コ シ ヒカ リで ある。伊那における栽培管理 の基本は V 字イナ

作で あ り、基肥 として 4kg・N ！10a を側条施肥 した。穂肥は、幼穂長が 20mm に達 した事を確認

した の ち 5kg・N 〆10aを 2 回 （7 月 16 日、21 日）施用 した （合計 14kg ・NllOa）。ポ ッ ト育苗に

よ る移植栽培を行 っ て い る （栽植密度 ；74 株／坪、5 月 4 日移植） 。 入善町の 調査水田で は 7

年前か ら伊那の多収栽培技術 （V 字理論）を導入 し 、 780kgf10a の 収量を得た実績 もある が、近

年品質重視に転換 し収量を低め に設定 した管理 を行 っ て い る。栽植密度は 70株／坪 で移植は 4

月 28 日である 。調査水田 の共通点は、V 字イナ作を実施 している ことと、低水温 の農業用 水 （伊

那 ：三峯川水系、入 善 ：黒部川水系）を利用 して い る 点にある 。

（結果お よび考 察） ：入善および伊那で栽培された コ シヒカ リの 生育は、水田 の水 口部と水尻

部そ調査 した。調査場所は伊那 の水田で約 50m 、 入善では約 100m の距離があっ た ， 調査 場所

の 違いによ る根系調査の結果 を第 1，2・1，2・2 表に示 した。出穂期の株間に おける水 口 と水尻で

の 総根重は入善で は差が認め られなか っ た。伊那では水尻部 で大き い傾向が認め られた。伊那 に

お ける収穫期で は、水尻部 の 10〜20cm および 20〜30cm の 土壌 の 根重が水 口 部 よ り有意に多か

っ た 。出穂期に お ける 出液速度を第 3 表 に 示 した。伊那 で は、有意差 が認 め られなか っ たが、入

善で は、分げつ 茎あた りの 出液速度が水尻部の株で 有意に 大きか っ た。出穂期に お け る Rb 吸収

量を第 4 表に示 した，入 善 コ シ ヒカ リの Rb 吸収量 は伊那よ りも有意に大きか っ た。登熟中期の

株間 5cm 下で の Rb 吸収量は、伊那で 137± 12 μ glg　’dw で あり、標準 （慣行栽培 ： 石川県）

区の 137± 5 μ g！g ・dw と差がなか っ た。いずれの場合も株間より株直下で Rb 吸収量が大きい

こ と か ら、根の 活力は株直下で 高い もの と考え られた。収量および収量構成要素を第 5 表に示 し

た。伊那で多収を示 した。三 峯川水系を利用 して い る 農業用水はケイ酸を多 く含み 、こ れは上流

域の 石灰層に由来すると言われ て いる 。 用水に含まれ て いる総 ケイ酸 量は 154ppm （出穂期）お

よび 111PPiu （収穫期）と高く、可溶性ケイ酸含量もそれぞれ 4．83ppm および 5．64ppm を示 し

た。入善水田は通称ザル 田で あり土 壌へ の酸素供給量は多く、これ が根の 生 理的活力に影響 して

い る も の と判断され る。伊那水 田 の 土 壌は空隙率が 20％ 以上 と高 く、炭素および腐食 の 含有 量

も高い （Oritaniet　al．， 2001）。土壌 の 物理的特性が低水温 の緩衝要 因 とな り、低水温 が水稲 の

生育に及 ぼす影響に緩衝的の 働い て い るも の と考えられた 。
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第 1 表　出穂期 に お け る株間の 根重分布

重　　 m ！コ ア

区 0・10cm 10．20cm 20−30cm 30−40cm 窓　 重

入 善 （水 口 ）2663 ± 62．0

入 善 （水 尻 ）244 ．3± 14，4

伊 那 （水 口 ） 2463 土22．3
伊那 （水尻）309 ．7±15．3
LSD 　O、05　　 138．1

138．0 ±35．7
142．0±48．0
90．7 士 21，6

152．0±57．4
143．0

0023

．0± 9．1

30，0± 6．3
37 ．9

0　　　　　　　404，7 土 97．7
0　　　　　　　386．3± 55、5

3．7 土 2．6　　363，7±　9．5

0，7±0，5　　492 ．3：ヒ65．4
9，0　　　　　　132ユ

平均値 ± 標準誤差 （n ＝ 5）

第 2 −1表　収穫期における株間の根重分布

重　　 m ！コ

区 0・10cm 10・20cm20 ・30cm　　30・40cm 　　総綿重

入善 （水 口 ）

入 善 （水尻）

伊那 （水 口 ）

伊那 （水尻）

LSD 　O．05

239 ，0± 108、4
100．3± 18．1
146 ．7 士 34 ．0

190．0± 7．3
198．9

43、0±9．4
38，0± 6，1
34 ．7 ± 6．2

79．3± 8．5
　 26，5☆

0　　 　 　　 　 0

0　 　 　 　 　 　0

6 ．0 士 2．8　　　2．7 ± 0．7
37．7± 83 　　21．0± 9，8
21．7賣

　　　　　 33．5

282．0± 103，2
306．4 ± 74．1
190．0± 28．3
328、0 ：ヒ193

　 2288
平 均 値 ± 標 準誤 差 （n ＝5 ）

第 2・2表 　収穫期の株直下における根乾重

一 一
立 0−10cm 10・20cm20 −30cm 　 30・40cm 公　 重

伊那 （水 ロ ）　 457 ．3± 34．3

伊那 （水尻）　 338 ．3± 12．8
LSD 　O．05 　 　 　 124 ．5

23．7士 3，8　　6．7 ± 1、9　　13 ± 0．2
30．7±11，1　7，0± 1，2　　2．0 土0．4
40．1　　　　　 7．7　　　　　　L8

489．0 ±36．7
378．0± 20．0
142，3

平 均値 ± 標 準 誤 差 （n＝3）

第 3 表 　 出穂期 に お け る 出 液 速 度 の 変化

培 区 やつ

入善 （水 口 ）3．05 ± 0．43gfhr

入 善 （水 尻 ）3．68 ± 0、38

伊那 （水 ロ ）2．51 ± 0．51

伊那 （水尻）2．24±0．19
LSD 　O．05　　 1．03 貞

0．15 ±0．01g 〆hr　99．1 ± 0．8　　20，4 ± 24

0．21 士 0．02　　　　　99．4± 0．5　　17．8 ± 2，9
0．12 ± 0．03 　　　　 86、4 ：ヒL3 　　21．2 ：ヒ2．6

0．12±1．Ol　　　　90．9±LO 　　19．2±1．5
0．05 ＊

　　　　　　　 2．56de　　　　 6．09

平均値 ± 標準誤差 （n ＝ 5）、貨 5％ レ ベ ル で 有意査あり。

第 4 表　　出穂期および登熟中期 に お け る根系か らの Rb 吸収量／地上部単位乾重

＿雌 ＿＿＿＿ ＿＿＿＿ ＿ ＿＿登塾一 ＿
区 日 5cm 20cm ロ5cm 　　　 　　　r百　 20cm

入 善 （水 口 ）　 353 ± 30 μ g〆g
入 善 （水尻）　 239 ±25
伊那 （中央 ）　 191 ± 4

　 　 　
−
　 　　 183± 3

530士 18 μ g／g

477± 13508

± 79329

± 59

137± 12137

士 5

160±26213

± 18
六

平 均値 ±標 準 誤 差 （n ＝3）

第 5表　収 量 構成要素

’
培区 1　 y

入 善 （水 口 ）

入善 （水尻）

入 善 （船見）

伊那 （水 口 ）

伊那 （水尻 ）

狽資 （艮上 2

21，4 本

21．221
．421822

，3194

76，4 粒

78，686

，591
．590
，0661

粒 重　　t 　重 量　　登　　A 轡

20，6920
．619921

．921
．4234

644kg〆10a

579604858841587

90．2％
79 ．677
，387
．787
．4928

“

　d＝1、06 の 比重 選に よる。
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